
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

県立桶川高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 普通科 
R８.5.1 

生徒数 

(男) 427 

(女) 382 
計 809 

アクセス 

・JR 高崎線桶川駅東口から朝日バス利用 

 桶川駅東口発「加納循環」又は「みの木」行きで「加納公民館」下車（徒歩 3 分） 

・ＪＲ高崎線桶川駅から自転車１２分 

＜目指す学校像＞ 

 地域の期待に応える学校 

＜教育課程等＞※１ 

○主体的・対話的で深い学びの授業を通して、探究心や多角的なものの見方を育成します。 

・１年次、文系・理系科目をバランスよく学びます。 

・２年次、文系・理系に分かれて学びます。 

・３年次、文系・理系に分かれて選択科目も増やし専門的に学びます。 

＜本校が求める生徒＞※２ 

探究心や多角的なものの見方を大切にし、他者と協働できる心豊かな生徒 

＜学校行事＞ 

・修学旅行（R7 沖縄） 

・生徒主催（企画・運営）の文化祭（９月）、体育祭（１０月）、予餞会（２月） 

・体育祭の応援合戦は桶高名物、クラスＴシャツも大人気 

・芸術の日（学年ごとに会場を設定して実施） 

・漢字選手権、英単語選手権（各学期に実施） 

・学力増進講座（通年や夏季休業期間に全学年で実施） 

＜部活動＞ 

◎活発な部活動を通して、礼儀・礼節や豊かな人間性の育成を図るとともに、コミュニケーション能力

の向上を目指します。 

 〇全国大会出場 

 ・陸上競技部 

  令和７年度学校総合体育大会全国大会（インターハイ） 女子やり投げ ２位 

  令和７年度 JOC ジュニアオリンピックカップ U20 陸上競技大会 女子やり投げ 4 位 

 〇県大会出場 

 ・サッカー部、男子バレーボール部、男女ソフトテニス部、男女バトミントン部、柔道部、 

  ダンス部、吹奏楽部 

＜家庭・地域との連携＞ 

・加納小学校に出向いての学習ボランティアは小学生から大人気 

・陸上競技部・ダンス部・吹奏楽部による地元小中学校との交流 

・ダンス部・吹奏楽部・美術部・書道部が桶川市民まつり等で出展・発表 

進

路 

R８.3 

卒業生 
四大 １６２人 短大 ５人 専門 ７２人 就職 ５人 

傾向 

・現役進路決定率 ９３％ 

・主な四年制大学 明治大、中央大、法政大、武蔵大、日本大、東洋大、駒澤大、 

         専修大、東京電機大、文教大、大東文化大、順天堂大 他 

・看護、医療系進学者 ３０名 

・主な就職先 公務員（横浜地方検察庁、埼玉県央広域消防本部 他）、大同化成工業 他 

 



◇ 本校の授業 １年：文系・理系科目をバランスよく学習、２年・３年：希望進路に合わせた文系・理系選択
◇ 学校行事  体育祭の応援合戦は名物種目（クラスＴシャツで団結力アップ）
◇ 恵まれた環境 坂田台に広がる自然豊かな緑に囲まれた学び舎
◇ 地域密着  生徒の約９２％が、桶川市、上尾市、鴻巣市、北本市、伊奈町から通学（約９割が自転車通学）

県 立 桶 川 高 校 ～ 創立５５年目を迎えた伝統校 ～

◆主体的・対話的で深い学びの授業

→ 多角的なものの見方や探究心を育
成します。

◆活発な部活動

→ コミュニケーション力を育成します。

◆地域の期待に応える学校づくりに取り

組みます。

１ 年 生

２ 年 生

３ 年 生盛り上がる学校行事

活発な部活動 ～ 青 春 の 汗 を 流 そ う ！～

きめ細かい進路指導

■ 体育祭・文化祭・予餞会

→ 生徒会・実行委員会が企画・運営

□ 修学旅行（２年）

→ 沖縄 他

◇ 遠足（全学年）

→ ５月の中間テスト後に実施

■ ２０の運動部、１３の文化部が活発に活動しています。

□ 全国大会出場（陸上部）、関東大会出場（弓道部）

□ スタディサポートを活用します。

１ きめ細かいデータ分析

２ 苦手科目を克服

□ 学力増進講座を開講します。

１ 全２０講座（早朝、夏季、放課後）

２ 面接指導の充実

３ 小論文指導の充実

本 校 の 目 標

・ 学習スタイルを確立します。

  （予習→授業→復習サイクルの定着）

・ 基礎学力の定着に努めます。

  （すきま時間、朝学習等の活用）

文系・理系科目をバランスよく学習

文系・理系に分かれた専門的な学習

・ 希望進路の研究に取り組みます。

（進路の手引きの活用、オープンキャンバス）

・ 模擬試験の活用に取り組みます。

（模試の解き直し、疑問点の解消）

・ 丁寧な面談を実施します。（三者、二者）

・ 希望進路を決定します。

・ 受験スタイル（総合、学校推薦、一般）を決めます。

・ 早朝、放課後補習で苦手科目を克服します。

生徒一人一人の適性、希望等に応じた、きめ細かく熱心な指導

→ 生徒一人一人の夢の実現を全力で支援します。

近隣小・中学校との積極的な交流や地元のお祭りへの参加

（学習ボランティア、部活動交流等）

希望進路を視野に入れた科目選択

ベテランから若手まで ～ 熱心な教員集団 ～

地域との連携 ～ 地域の期待に応えます ～ 
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